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　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、この度の東日本大震災により被災された皆様には、謹んでお見舞いを申し上げま
すとともに、一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　当社グループにおきましては、宮城、福島、山形エリアの直営店舗が被災いたしました
が、幸いにも社員の人命に関わる被害は無く、不幸中の幸いと安堵いたしております。
　ここに、第33期（2011年3月期）における営業状況と第34期（2012年3月期）の
重点施策をご報告申し上げますので、是非ご高覧賜りますようお願い申し上げます。
　また、株主の皆様におかれましては、今後とも当社グループへのなお一層のご支援、
ご指導をお願い申し上げます。

2011年6月代表取締役社長　樋口　勤

株主の皆様へ

To Our Shareholders

当期（第33期）の決算概況
　依然として厳しい経済状況が続く中、当社グループは、強固な事業
基盤の構築とお客様第一主義を方針とし、既存営業拠点での販売強
化に取り組む一方で、販管費の抑制、特にオペレーションの見直し等
により人件費を中心とした固定費の抑制に努めてまいりました。
　以上の結果、当期（2010年4月1日から2011年3月31日まで）
における売上高は379億29百万円（前期比3.0％増）、営業利益は
8億1百万円（同43.6％増）、経常利益は8億84百万円（同42.8％
増）、当期純利益は2億97百万円（同2.9％増）となりました。
　なお、東日本大震災の影響により特別損失69百万円を計上して
おります。

各セグメントの決算概況
（小売事業）
　当期において、新たに業務スーパー5店舗（新潟県2店舗、宮城県
2店舗、山形県1店舗）を出店したこと等により、小売事業の売上高
は前期比3.4％増となりました。
　大型スーパーマーケットの新規出店は差し控え、既存店舗の競争
力向上に注力し、各部門における品揃えの見直しや、店舗内のレイア
ウト変更を主とした改装など、店舗環境の整備を実施いたしました。
　なお、東日本大震災により、主に宮城、福島、山形エリアの直営店舗
が被災いたしましたが、「業務スーパー塩釜店」（宮城県塩釜市）にお
きましては平成23年6月1日に、それ以外の店舗におきましては、平
成23年3月中に営業を再開しております。
（弁当給食事業）
　事業所向け弁当部門につきましては、“ご当地グルメ”などを企画し、
メニュー開発及び新規顧客獲得へ向けた営業活動を積極的に展開
してまいりました。また、平成22年11月1日に㈱フーディー（山形県
米沢市）を株式交換にて子会社化し営業エリアを拡大したこと等に
より、当期の弁当給食事業の売上高は、前期比3.6％増となりました。
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● 売上高
　 （連結、単位：百万円）

● 経常利益
　 （連結、単位：百万円）

● 当期純利益
　 （連結、単位：百万円）
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極的に推進してまいります。
　更には、一層の業績の向上、事業基盤の強化等を目的として、外食
事業を開始いたしました。2011年4月に、㈱物語コーポレーション

（愛知県豊橋市）がFC展開する、ファミリー向けラーメン店「丸源
ラーメン柴竹山店」を新潟市中央区にオープンいたしました。今後の
業績への寄与が期待されます。
　企業基盤の強化の取り組みとしましては、店舗、部門ごとの責任や
収益管理を強化していきます。一方、具体的な施策については、各事
業で柔軟に行えるように権限移譲を促進し、モチベーション向上を図
りつつ、目標達成していきたいと考えております。
　また、東日本大震災の影響などから、改めてお客様に安全な食を
安定的に供給する重要性を強く感じております。仕入れを始めとして、
各店舗、加工工場での衛生・品質管理の取り組みを強化徹底し、より
一層社会的責任を果たしていきたいと考えております。

株主の皆様へのメッセージ
　当社グループは、株主の皆様への利益還元の充実を経営上の重
要課題の一つとしており、継続的かつ安定的な配当を実施していく
ことを基本方針としております。
　当期につきましては、中間配当と同様、期末配当も1株当たり5.5
円とし、年間配当を1株当たり11円とさせていただきました。
　今後も引き続き株主の皆様に満足と喜びをご提供するべく事業
活動に取り組んでまいります。
　株主の皆様におかれましては末永くご支援を賜りますよう、心より
お願い申し上げます。

（宅配事業）
　夕食材料の宅配事業においては、お
客様の利便性向上のため、自社で加工
したカット済野菜を提供するなど、新た
な商品提案に努めた結果、当期の売上
高は、前期比1.3％増となりました。
（旅館事業）
　旅館事業につきましては、前年度ま
での大河ドラマ効果の希薄化により県
外からの宿泊客数が低調に推移したこ
と等により、当期の売上高は、前期比
9.1％減となりました。

次期（第34期）の取り組み
　次期につきましても、東日本大震災や計画停電の影響もあり、景
気動向に不透明感が高まる中で、個人消費ならびに経営環境につき
ましては、依然として厳しさが継続すると考えられます。
　そのような状況の中、既存事業につきましては、お客様第一主義
を掲げ、商圏内でのシェア拡大や、既存顧客の利用頻度向上を図り
市場浸透戦略を強化することで、なお一層の収益力向上に取り組ん
でまいります。
　小売事業「チャレンジャー」部門においては、「生活に密着した上質
な商品」を「低価格」で提供するというストアコンセプトを更に徹底、
既存店舗環境の整備を強化し、より若い顧客層の取り込みを図ろう
と考えております。また、競合店との差別化を強化するために、当社
オリジナル惣菜を「戦略的商品、重点商品」として、開発強化を行って
いきます。調理等については、弁当給食事業との共同開発により、若
い顧客層をターゲットとした惣菜や弁当へのニーズに応えていこう
と考えております。
　弁当給食事業においては、コンセプトの違う弁当を複数ブランドで
提供することにより、既存顧客における客単価向上、囲い込みを図ろ
うと考えております。
　これまで売上の中心である日配弁当は、ボリューム感を出し、低価
格で栄養バランスのとれた「日替弁当」としての位置づけを確立して
きました。今後は、健康志向のお客様向け弁当『健美膳（けんびぜ
ん）』や、電子レンジ対応の『あったかレンジLunch』メニュー等を積
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セグメント別
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■セグメント概況
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■連結貸借対照表 　� （単位：百万円）

科　目
当　期

（2011年3月31日現在）
前　期

（2010年3月31日現在）

資産の部

流動資産 3,224 3,734

固定資産 10,388 9,959

　有形固定資産 7,788 7,438

　無形固定資産 378 391

　投資その他の資産 2,221 2,129

資産合計 13,613 13,694

科　目
当　期

（2011年3月31日現在）
前　期

（2010年3月31日現在）

負債の部

流動負債 5,045 4,554

固定負債 3,861 4,326

負債合計 8,907 8,881

純資産の部

株主資本 4,748 4,888

　資本金 801 801

　資本剰余金 366 354

　利益剰余金 4,084 3,902

　自己株式 △503 △170

その他の包括利益累計額 △42 △74

純資産合計 4,706 4,813

負債純資産合計 13,613 13,694

●当期の概況
連結損益計算書
　�　当期においては、弁当給食事業で新たに㈱フーディー（山形県米沢市）を子会社化し、営業エリア拡大に努める一方で、大型スーパー
マーケット店舗の出店を控え既存店舗の販売強化を中心に取り組んだ結果、売上高は379億29百万円（前期比3.0％増）となりました。
また、既存店舗の収益構造を見直し、オペレーションの改善を実施することによる人件費の抑制や、販売費の適正化に努めてまいりまし
た。これらの施策は特に食品スーパー事業を営む小売事業の業績の改善に貢献し、当社グループ全体での営業利益は8億1百万円（同
43.6％増）、経常利益は8億84百万円（同42.8％増）と大幅に増益となりました。
　�　当期純利益に関しましては、当期より資産除去債務会計基準を適用したことによる特別損失を1億29百万円、東日本大震災の影響に
よる特別損失を69百万円計上したことにより、2億97百万円（同2.9％増）となりました。
連結貸借対照表
　�　財務面においては、営業活動で得た資金の大半を、借入金の返済に充てた結果、長期借入金は前期に比べ9億57百万円減少いたしま
した。この結果、有利子負債（リース債務を除く）は前期に比べ10億8百万円減少し、総資産に占める有利子負債の割合は7.2ポイント
減少いたしました。
ROE、ROA
　�　収益面と財務面の改善が図られた結果、ROE（自己資本当期純利益率）は0.2ポイント、ROA（総資産経常利益率）は1.9ポイント上
昇しました。

連結財務諸表

Financial Statements
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●ROA（総資産経常利益率）

■連結損益計算書� （単位：百万円） ■連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科　目
当　期

2010年4月 1 日から（2011年3月31日まで）
前　期

2009年4月 1 日から（2010年3月31日まで）
売上高 37,929 36,831
売上原価 28,070 27,273
売上総利益 9,859 9,557
販売費及び一般管理費 9,057 8,999
営業利益 801 558
営業外収益 144 130
営業外費用 61 69
経常利益 884 619
特別利益 6 50
特別損失 298 127
税金等調整前当期純利益 592 542
法人税、住民税及び事業税 419 35
法人税等調整額 △124 218
当期純利益 297 289
包括利益 329 −

科　目
当　期

2010年4月 1 日から（2011年3月31日まで）
前　期

2009年4月 1 日から（2010年3月31日まで）
営業活動による
キャッシュ・フロー 1,770 818

投資活動による
キャッシュ・フロー △587 △1,176

財務活動による
キャッシュ・フロー △1,608 468

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △425 109

現金及び現金同等物の
期首残高 1,135 1,025

現金及び現金同等物の
期末残高 710 1,135

●EPS（1株当たり当期純利益）
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　子会社㈱サンキューオールジャパンにおいて弁当容器をリ
ニューアルし、「フレッシュランチ39」加盟店への販売を開始いた
しました。
　新容器は、調理現場の声も取り入れるなど、グループ内でアイ
ディアを出しあってデザインを決定いたしました。
　事業所向け弁当の利用者の減少や高齢化の中、若い世代の方
も、ご利用いただきやすいように、明るい色の蓋を採用したり、お
かず容器の底部をカラフルにすることで、より彩りあざやかに、お

いしく召し上がっていただけるよう
に工夫を凝らしました。
　更に多くのお客様にご利用いただ
けるように、容器のリニューアルにあ
わせ、メニューの改良やご当地メ
ニューの採用の他、仕入、配送部門
等の見直しを行いました。今後は、将
来に向けた新しい商品開発にも取り
組んでまいります。

　日配給食事業において、山形県米沢

市にある同業者の㈱フーディーの子会

社化を実施いたしました。同社の1日当

たり平均販売食数は、4,500食です。

　当社にとっては、食数増加、商圏拡大

につながるとともに、互いのノウハウを融合させることにより、双方に

とって良い刺激が生まれております。

　㈱フーディーにおいては、チームワークの良さは従来通りに、「全員

で同じ方向に向かい、出来るまでやり続ける強い（心技体）会社を創る」

『情熱・熱意・執念』『すぐやる・必ずやる・出来るまでやる』という理念の下、

業務の効率化の実

施や地域に根差した

営業施策を推進して

おり、グループへの

更なる貢献が期待さ

れております。

　複合施設として営業していた店舗の各売り場を集約、また、他チャレンジャー店舗にあわせ

て外観の改装を実施、ブランドイメージを統合し、2011年3月にリニューアルオープンいたし

ました。

　当社の強みである、生鮮食品や業務用商品の品揃えを強化、特にデリカ部門においては競

合店には無い惣菜等を扱い、ご好評をいただいております。広く明るくなった店内では、オープ

ンキッチン方式を取り入れるなど、楽しく買いやすい店舗に生まれ変わりました。

　東日本大震災直後のリニューアルオープンであったため、大々的な広告や値引きは行わず、

来店客数の変化は余り無かったものの、品揃えを強化したことにより、買上点数及び客単価が

増え売上は順調に増加しております。

チャレンジャー巻店　リニューアルオープン（2011年3月）

ランチ弁当容器　リニューアル ㈱フーディー　子会社化（2010年11月）

トピックス

Topics
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■会社概要（2011年3月31日現在）

■大株主（上位10名）（2011年3月31日現在）

株主名 持株数 持株比率
株 ％

㈱ひぐち 2,711,000 26.65
樋口　勤 1,263,000 12.41
樋口洋平 960,000 9.44
樋口　毅 500,000 4.91
㈱第四銀行 320,000 3.15
㈱北越銀行 301,000 2.96
オーシャンシステム従業員持株会 222,600 2.19
㈱マツヤ 185,000 1.82
㈱HKY 101,900 1.00
安達成功 58,500 0.57

（注）1. �当社は自己株式を658,854株保有しておりますが、上記大株主から除外
しております。

2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

社 名

本社所在地

創 業
設 立

資 本 金
従 業 員 数

事 業 拠 点

関 連 会 社

■株式の状況（2011年3月31日現在）

発行可能株式総数� 35,740,000株
発行済株式総数� 10,833,000株
� （自己株式658,854株含む）

株主数� 11,986名
単元株式数� 100株

株式会社オーシャンシステム
（OCEAN SYSTEM CORPORATION）
〒955－0845
新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
1955年（昭和30年）
1998年（平成10年）
4月1日（グループ合併）
8億171万円
784名（連結）　759名（単体）

（嘱託・契約社員・パート・アルバイトは除く）
小売事業	 37店舗
弁当給食事業
　工　場	 8工場
　販売所	 8箇所
　営業所	 8箇所
宅配事業
　営業所	 16箇所
旅館事業	 1店舗
株式会社サンキューオールジャパン
株式会社フーディー

■役 員（2011年6月24日現在）

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 相 談 役
常 務 取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役
監 査 役

樋　口　　　勤
樋　口　洋　平
中　嶋　庄　司
古川原　英　彦
桜　井　英　紀
高　橋　保　志
宮　嶋　大　造
小　野　純　平
堀　　　幸　二
樋　口　勝　人
杉　田　仁　史
水　谷　英　二
渋　川　光　夫
捧　　　俊　雄
野　嵜　久　雄

■所有者別分布状況（2011年3月31日現在）

●個人・その他
5,957,799株
（55.00％）

●外国法人等
10,100株
（0.09％）

●金融機関
633,800株
（5.85％）

●自己名義株式
658,854株
（6.08％）

●その他の国内法人
 3,569,400株
（32.95％）

●証券会社
3,047株
（0.03％）

会社概要

Company Data
株式の状況

Stock Information



下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力を
お願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

Yahoo!、MSN、exciteのサイト
内にある検索窓に、い い か ぶ と
4文字入れて検索してください。

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　3096

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」
サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　
http://www.a2media.co.jp）※ご回答内容は統計資料としてのみ使用さ
せていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

株主メモ 株主優待制度のご案内

事業年度 毎年4月1日～翌年3月31日

剰余金の配当基準日 3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）

定時株主総会 毎年6月下旬
単元株式数 100株

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

公告方法
電子公告（http://www.ocean-system.com）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による
公告をすることができない場合には、日本経済新聞に
掲載して行います。

当社では、株主の皆様の日頃のご支援、ご愛顧に感謝の意を込めて、年2
回の株主優待制度を設けております。
【1】優待内容
毎年3月31日現在及び9月30日現在の株主名簿に記載または記録された
100株以上の当社株式を保有する株主様を対象といたします。
株主名簿の記載住所及びご所有株式数に応じて優待内容が異なります。
※�記載住所は基準日現在に株主名簿に記載または記録された住所とさせて
いただきます。

新潟県内在住の株主様 左記以外の株主様
ご所有株式数：100株〜999株

◉株主ご優待券
　（買物割引券）
　3,000円分
　200円券（15枚　   ）

◉魚沼産
　コシヒカリ
　5kg

ご所有株式数：1,000株以上
◉株主ご優待券
　（買物割引券）
　10,000円分
　200円券（50枚　   ）

◉魚沼産
　コシヒカリ
　10kg

【2】株主ご優待券（買物割引券）について
●ご利用方法
　�1回のお買上金額1,000円以上につき、1,000円ごとに各1枚（200
円）利用いただけます。
　※本券はたばこ、商品券、宅配便送料等にはご利用いただけません。
●ご利用可能店舗
　�チャレンジャー、業務スーパー、エルジョイ、プライスリーダー、海風
亭寺泊日本海、ヨシケイ新潟
　（いずれも新潟県内の店舗・営業所に限ります。）
　※なお、当社直営でないテナントでは一部利用いただけない店舗もございます。
●対象株主様ご利用可能期間
　3月31日現在の株主様　　　　翌年1月31日まで
　9月30日現在の株主様　　　　翌年7月31日まで
【3】贈呈時期
新潟県内のご住所で登録されている株主様には、本株主通信・決議ご通知に
同封して、株主ご優待券（買物割引券）をお送りしております。新潟県以
外のご住所で登録されている株主様には、2011年6月末〜7月頃に魚沼産
コシヒカリを発送させていただく予定です。
なお、魚沼産コシヒカリがお手元に届きましたら、お早めにお召し上がり
いただきますよう、お願い申し上げます。

見　本

見　本

見　本

見　本

〒955-0845 新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
TEL 0256-33-3987　FAX 0256-35-2573
http://www.ocean-system.com

株式事務手続きについて
株式事務に関する各種手続き（住所変更、配当金の振込先指定、単元未満株式の買
取・買増請求等）のお問合せ先は、次のとおりとなっております。
■証券会社等の口座に記録された株式に関するお問合せ先
　お取引のある証券会社等へお問合せください。
■特別口座に記録された株式に関するお問合せ先
　みずほ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）へお問合せください。
　　　　みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
　　　　電話 70120-288-324
※未払い配当金について
　�未払い配当金につきましては、上記いずれの場合も当社株主名簿管理人のみずほ
信託銀行株式会社へお問合せください。


